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虐待・DV・性差別・災害等から市民を守る
社会的弱者にしない自治体法務

鈴木秀洋 第一法規

変化する社会とともに歩む学校図書館 野口武悟 勉誠出版

GIGAスクール・マネジメント
「ふつうの先生」がICTを「当たり前」に使う最先端自治体のやり方
ぜんぶ見た。

佐藤明彦 時事通信社

　さて、そんな暑さを乗り切るために、五感に働きかけて涼しく感じる過ごし方を紹介します。
　・風鈴の音色や虫の鳴き声など音で感じる（聴覚）
　・すだれを吊るす、観葉植物を吊り下げる、寒色系のカーテンにする（視覚）
　・いぐさの敷物を敷く、甚平、浴衣を着る（触覚）
　・森林浴で木々の香りを嗅ぐ、蚊取り線香の煙の匂いを嗅ぐ（嗅覚）
　・冷たいそうめんやかき氷、スイカを食べる（味覚）
  この他にも、怖い話や肝試しなどで、ぞっとして寒くなるというのもいいかもしれませんね。

また、最近は家の中でも熱中症になると言われています。我慢しないでエアコンをつけて過ごす
ことも必要ですね。より涼しくなる豆知識として、冷たい空気は下にたまるので、エアコンの風向き
を水平にして、サーキュレーターや扇風機で風を循環させるとよいそうですよ。エアコンなどの涼
と五感を刺激して感じる涼とを併用し、ちょっとした工夫で、暑い夏を楽しみながら乗り切っていき
ましょう。
　

● 新規購入図書紹介

法　律

暑い日が続いています。そんな夏の暑さを和らげてくれる一つの方法として、打ち水があります。少し気温の落ち着いた
夕方、桶や柄杓とまではいきませんが、打ち水をすると、涼しくなった感じがしてホッとします。また、同じ時間に打ち水をす
る近所の人との会話も楽しみの一つです。

最近は、昔より暑くなったと言われます。実際8月の和歌山市での猛暑日（1日の最高気温が３５.０℃以上）は、５０年前
の昭和４５年頃は１～3日で、１か月の平均気温は３０℃前後だったのに対して、ここ２～３年の猛暑日は６～７日あり、１か
月の平均気温は３３℃前後と高くなってきています。特に平成２８年と令和２年は猛暑日が１２日もあった年でした。
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暑い夏を乗り切る


